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は

じ

め
に

　
わ
が

国
で

は
、

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
を

通

じ
て

、

社
会
福
祉
が

新
た

に

「

個
人
の

尊
厳
の

保
持
を
旨
と

す
る
」

こ

と

を

基
本
理

念
と

し

（

社
会

福
祉
法
三

条
）

、

利
用
者
の

意
向
を

十
分
に

尊
重
し

て

サ

ー

ビ

ス

が

提
供
さ

れ

る
べ

き
こ

と

（

同
五
条
）

を

原
則
と

す
る

に

至
っ

た
。

そ

し

て

利
用

者
の

自
己
決
定
や

選
択
の

自
由
を

重
視
し

、

利
用

者
本
意
の

考
え

方
に

立
っ

た
、

い

わ
ば

利
用
者
主
体
の

社
会
福
祉
へ

と

移
行
す
る

こ

と
を

目
指
し
た

抜
本
的
な

制

度
改
革
が

行
わ
て

き

た
。

こ

の

背
景
に

は
、

主
と

し

て
、

従

来
の

「

措
置
制
度
」

を

基
礎
と

す
る

社
会
福
祉
法
制
に

お

い

て

は
、

と

り
わ

け

従
来
の

行
政
解
釈
や

裁
判
例
の

立
場
に

基
づ

け

ば
、

個
人
の

法
的
地
位
が

弱
く

、

自
己

決
定
や

選

択
の

自
由
が

十
分
に

保
障
さ

れ
て

い

な
か
っ

た

と
い

う

問
題

が

存
在
す
る

。

こ

の

よ

う
な

問
題
に

対
し
、

措
置
制
度
を

維
持
し
つ

つ

改
善
す

る

と
い

う

方
法
も

あ
っ

た

が
、

わ
が

国
で

は
、

利
用
者
が

自
ら

サ

ー

ビ

ス

を

選

択
し

提
供
事
業
者
と

契
約
を
締
結
し

て

サ

ー

ビ

ス

を

利
用

す

る

と
い

う
、

利
用
契
約
方
式
へ

と

転
換
す

る
と

い

う

方
法
が

採
ら

れ
て

き
た

。

契
約
制
度
の

導
入
に

よ

り
、

確
か

に

利
用

者
は

、

契
約
上
の

権
利
と

し
て

社
会
福
祉
を

利
用
す
る

こ

と
に

な

り
、

ま
た

、

ど

の

事
業
者
と

契
約
す

る
か

に
つ

い

て

選
択
の

自
由
を

行
使
で

き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

　
し

か

し
、

社
会
福
祉
の

新
た

な

理

念
・

原
則
と

な
っ

た
、

利
用
者
の

自
己
決
定
権
や

選
択
の

自
由
が

重
視
さ
れ

る

よ

う

な

社
会
福
祉
サ

ー

ビ

ス

を

真
に

実
現
す

る

た
め

に

は
、

今
な

お

多
く
の

課
題
が

残
さ

れ

て

い

る
。

例
え

ば
、

利
用
者
が
ど

の

施
設
・

サ

ー

ビ

ス

を
選
択
す

る
か

と
い

う

点
に

つ

い

て

み

て

も
、

こ

れ

が

実

質
的
に

保
障
さ

れ

る

た
め

に

は
、

利
用
者
が

選

択
し

う

る
だ

け
の

サ

ー

ビ

ス

量

が

整
備
さ

れ
て

い
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る

必
要
が

あ

る
。

ま
た

、

利
用
料
や

保
険
料
な

ど
の

費
用
負
担
が

過
重
に

な

り
、

利
用
し
た

く
て

も

利
用
で

き

な
い

と

い
っ

た

利
用
抑
制
の

問
題
も

、

実
際
に

生
じ

て

い

る
。

ま

た

利
用
者
が

選

択
の

目
由
を

行
使
す
る
た

め

は
、

手
続
き

段
階
で

情
報
を

受
け

る

権
利
や

、

意
見
を

表

明
す
る

権
利
な

ど

も
、

前
提
と

し

て

保
障
さ

れ

る

必

要
が

あ

る
。

　
一

方
、

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

に

お

い

て

は
、

行
政
決
定
に

基
づ

く

社
会
福
祉
サ

ー

ビ

ス

の

提
供
方
式
を

維
持
し
つ

つ
、

同
時
に

、

個
人
の

自
己

決
定
権
の

尊
重

と

選
択
の

自
由
を
基
本
的
原
則
と

し

て

法
の

中
に

位
置
づ

け
て

い

る

点
で

、

わ
が

国
と

は

対
照
的
で

あ

る
。

　
本
稿
で

は
、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に

お

け
る

利
用
者
の

自
己

決
定
権
尊
重
の

原
則

、

お

よ
び

選
択
の

自
由
の

原
則
に

つ

い

て

定
め

た

法
規
定
を

取
り
上

げ
、

そ

の

法
的
性
格
と

内
容
に

つ

い

て

明
ら
か

に

す

る
こ

と

を

課
題
と

す
る

。

ま

ず
は

じ
め

に
、

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

法
的
構
造
と

特
徴
に

つ

い

て

概
観
し

、

次
い

で
、

同
法
に

基
本
原
則
と
し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る

自
己
決
定
権
尊
重

の

原
則
に

つ

い

て

検
討
す
る

。

最
後
に

、

わ

が

国
の

法
制
度
と

の

若
干
の

比
較
検
討
を

行
う

。

な

お

検
討
に

あ
た
っ

て

は
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

制
定
過
程
に

お

け

る

公
式
文
書
を

主
た

る

素
材
と

し
、

補
足
的
に

学
説
等
も

参
照

し
て

い

る
。

法
の

制
定
過
程
に

お

け

る

公
式
文
書
と

は
、

法
源
と

し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る

も
の

で

は

な
い

が
、

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

法

学
に

お
い

て

は
、

法
解
釈
の

指
針
な

い

し

ガ

イ

ド
ラ

イ

ン

と

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

て

位
置
づ

け
ら
れ

て

い

る
。

具
体
的
に

は
、

法
の

制
定
に

あ
た
っ

て

政
府
に

よ

り

設
置
さ

れ
る

立
法
調
査
委
員
会
か

ら

提
出
さ

れ
る

報
告
書

（

QDOd

）

、

管
轄
省
の

大

臣
に

よ

る

報
告
書
（

∪
°・

）

、

国
会
に

提
出
さ

れ
る

政
府
法
案
（

国
ob

°
）

な

ど
が

あ

る
。

本
稿
で

は

検
討
対

象
と
し

て
、

 

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
制
定
に

あ

た

り

設
置
さ

れ

た

立
法
調
査
委
員
会
で

あ

る

社
会
調
査

委
員
会

（

ω
09

箪
畧
話

爵
ヨ
σq
Φ

5
）

に

よ

る
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

理

念
・

目
的
に

関
す
る

最
初
の

包
括
的
な

報
告
書
（

の

Oq

ド

 

置…
G。

 

象
鳥

ミ
く

発
魯
嵩

ー

§
、

。

寒

§
邸

譜
、．
）

と
、

一

九

七
九
年
に

国
会
に

提
出
さ

れ
た

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に

つ

い

て

の

政
府
法
案
（

閑

調
霞
ぎ
囎

冨

鷲
obo

 

詳
一

8
（

国

唇
も゜
ζ
 
刈

 
丶

Q。

Ω

困

◎
ミ

魯
竃
ミ
ー

町

§
良
§
）

を
中
心

に

取
り

上
げ
る

。

二

　

社
会
サ

ー
ビ
ス

法
の

基
本
理
念
と

法

的
構
造

一

九
八

〇

年
に

制
定
さ
れ

た
ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
（

一

九
八

〇
…

六
二

〇
、

現
行
法
は

二

〇
〇

＝
四

五
三
）

は
、

児
童
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福
祉
や

、

高
齢
者
福
祉

、

障
害
者
福
祉
等
の

各
社
会
福
祉
の

分
野
に

加
え

て
、

ア

ル

コ

ー

ル

や

薬
物
依
存
者
に

対
す
る

ケ
ア

や

生
活
保
護
な

ど

を

も
含
む

、

社
会
福
祉
に

関
す
る

包
括
的
な

法
律
で

あ
る

。

同
法
は

、

福
祉
サ

ー

ビ

ス

の

対
象
者
を

受
動
的
な

地
位
に

お
い

て

い

た

旧
社

会
福
祉
諸
立
法
を
抜
本
的
に

改
め

、

個
人
の

自
己
決
定
権
と

尊
厳
へ

の

尊
重

を

新
た

な

基
本
原
則
と

し
て

位
置
づ

け

た

法

律
で

あ

る
。

福
祉

先
進

国
と

し

て

知
ら
れ

る

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

に

お

い

て

も
、

一

九
八

〇

年
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
制
定
以
前
の

旧

福
祉
各
法
に

お
い

て

は
、

 
対

象
者
を

保
護
の

客
体
と

し

て

受
動
的
地
位
に

お
い

て

い

た

点
、

 
特
定
の

場
合
に

福
祉
施
設
へ

の

入
所
決
定
を
一

方
的
に

行
う
こ

と

が

で

き

る

等
、

行
政
機
関
の

側
に

強
い

権
限
が

与
え

ら
れ

て

い

た

点
、

 
こ

れ
に

対
し

て

個
人
の

側
で

は
、

社
会
福
祉
受
給
権

、

手
続
的
権
利
の

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ず
れ

も

現
行
法
と

比
べ

て

不
十
分
な

規
定
し

か

有
し

て

い

な

か
っ

た

点
な

ど

が

特
徴
と

し

て

挙
げ

ら

れ
る

。

こ

こ

か

ら

旧

社
会
福
祉
が

管
理

的
・

抑
圧
的
・

家
長
主

義
的
な

性
格
を
も
つ

と

し
て

、

一

九
六
〇
年
代
頃
か

ら
、

社
会

福
祉
の

当
事
者
団
体
や

福
祉
労
働
者
組
織
に

よ
っ

て

強
く
批
判
さ

れ

始
め

た
。

こ

の

よ

う
な

背
景
の

も
と

で

制
定
さ

れ
た
一

九
八
〇
年
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
は

、

社
会
福
祉
の

分
野
に

お
い

て

民

主
主
義
を
よ

り

徹
底
さ
せ

る

と
い

う

改
革
の

目
的
の

も
と

、

古
い

社
会
福
祉
立
法
の

管
理
的

、

抑
圧
的
等
の

性
格
を

払
拭
し

、

利
用
者
の

自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

由
意
志
に

基
づ

く
利
用
者
主
体
の

社
会

福
祉
へ

抜
本
的
的
に

転
換
す
る
こ

と

を

最
も

重

要
な

課
題
と

し

て

制
定
さ

れ
た

と

い

う

経
緯
を

も
つ

。

　
こ

の

よ

う
な

制
定
の

経
緯
か

ら
、

一

九
八

〇
年
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
で

は
、

法
の

最
も
上
位
の

目
的

（

全
体
的

目
的
）

を

定
め

た

第
一

章

一

条
一

項
で

「

社
会
サ

ー

ビ

ス

は
、

民
主
主
義
と

社
会
連
帯
を

基
礎
に

、

人
々

の

経
済
的
お

よ

び

社
会
的
安
全

、

生
活
条
件
に

お

け
る

平
等

な

ら
び

に

社
会
生
活
へ

の

積
極
的
な

参
加
を

促
進
す
る

も
の

で

な

け
れ

ば
な

ら
な
い
」

と

規
定
し

て
、

「

民
主
主
義
」

「

平
等
」

「

社
会
連
帯
」

「

安
全
」

を

最
上
位
の

目
的
と

し
て

規
定
す
る

と
と

も

に

（

一

章
一

条
一

項
）

、

法
の

基
本
原
則
と

し

て

第
一

章
→

条
三

項
に

「

個
人
の

自
己

決
定
権
と

尊
厳
へ

の

尊
重
」

を

位
置
づ

け
て

い

る
。

社
会
サ
ー
ビ

ス

法
の

法
的
構
造
の

特
徴

　
こ

れ
ら
の

原
則
に

つ

い

て

言
及
す
る

前
に

、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
全
体
の

基
本
的
構
造
に

つ

い

て

簡
単
に

概
観
し

て

お

く
。

ま

ず
、

同
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

法
的
性
格
に

つ

い

て

し

ば

し

ば
「

枠
組
法
」

で

あ

る

と

述
べ

ら

れ
て

い

る
が

、

厳
密
に

言
う
と

同
法
は

、

単
に

枠
組
の

み

を
定
め

た

も
の

で

は

な
い

。

例
え

ば
、

ど
の

よ

う
な

種
類
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

メ

ニ

ュ

ー

を

ど
の

よ

う
な

水
準
で

、

ど
の

よ

う
に

提
供
す
る

か
に

つ

い

て

は
、

概
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●

ね

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

実
施
主

体
で

あ
る
コ

ミ
ュ

ー

ン
、

す
な

わ

ち

住
民
に

最
も

身
近
な

地
方
公
共
団
体
の

広
範
な

裁
量
に

委
ね

ら
れ

て

い

る

撫
・

こ

の

考
な

裁
量
を

統
制
す
る

も
の

と
し

て
・

個
人
の

実
体
的
権
利
た

る

援
助
受
給
権
や

手
続
的
権
利

・

こ

れ

に

対
応
す
る
コ

ミ
ュ

ー

ン

の

法
的
義
務
が

定
め

ら
れ
て

い

る
。

同
法
に

基
づ

く

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

利
用
は

、

個
人
の

自
由
意
思
に

基
づ

く

申
請
を
前
提
と

し
、

コ

ミ
ュ

！

ン

の

管
轄
行
政

委
員
会

（

社
会
委
員
会
等
）

の

行
う

行
政
決
定
に

よ

り
提
供
さ

れ
る

（

四

章
一

条
）

。

個
人
の

「

援
助
を

受
け
る

権
利
」

は

第
四

章
一

条
で

明
記
さ

れ
て

お

り
、

個
人
の

「

必
要
性
が

自
ら

あ

る

い

は

他
の

方
法
で

満
た

さ

れ
な

い

場
合
」

に

は
、

コ

ミ
ュ

ー

ン

に
、

当

該
個
人
の

「

適
切
な

生

活
水
準
」

を

保
障
す
る

義
務
が

課
せ

ら

れ

て

い

る

（

四

章
一

条
、

一

章
二

条
）

。

　
コ

ミ
ュ

ー

ン

に

は
、

第
二

章
二

条
に

基
づ

き
、

区
域
内
に

居
住

、

滞
在
す
る

者
の

援
助
受
給
権
を

保
障
す
る
こ

と

に

つ

い

て

の

最
終
的
義

務
が

課
さ

れ
て

い

る
。

ま

た
、

個
人
が

援

助
を

受
け

る

際
の

手
続
に

つ

い

て

も
、

個
人
の

側
に

強
い

手
続
的
な

権
利
が

付
与
さ

れ

て

い

る

（

同
法

十
一

章
）

。

コ

ミ
ュ

ー

ン

の

社
会
委
員
会
の

行
政
決
定
に

不
服
が

あ

る

と

き

は
、

個
人
は
一

般
行
政
裁
判
所
（

一

審
は

レ

ー

ン

行
政
裁

判
所
）

に

行
政
抗
告
訴
訟
を

提
起
す
る

こ

と

が

で

き

る

（

一

六
章
三

条
）

。

コ

ミ

ュ

ー

ン

の

行
う

社
会
サ

ー

ビ

ス

事
務
に

対
し

て

は
、

国
の

中
央
行
政
庁
で

あ

る

社
会
庁
と

、

県
レ

ベ

ル

で

は
レ

ー
ン

中
央
行
政
庁
が

監
督
義
務
と

監

督
権
限
を
有
し
て

い

る
。

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
で

は
、

他
に

も

「

総
合
的
視
点
の

原
則
」

「

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
」

「

ノ

ー
マ

ラ

イ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
」

等
の

原
則
が
規
定
さ

れ
て

い

る
。

と

り
わ

け

同
法
で

は

「

総
合
的
視
点
の

原
則
」

に

も
と

づ

き
、

社
会
福
祉
を

単
に

個
人
や

家
族
を

対
象
と

し

て

社
会
的
な

サ

ー

ビ

ス

を

提
供

す
る

も
の

と

み
な

す
の

で

は
な

く
、

援
助
を

必
要
と

す
る

様
々

な

個
人
や

家
族
の

問
題
は

社
会
的
構
造
に

起
因
し
て

生
じ

る

と
い

う

視
点
に

も
と

づ

き
、

社
会
構
造
自
体
に

働
き

か

け

る
こ

と

を

社
会
福
祉
の

重
要
な

任
務
と

し

て

い

る

点
で

も
、

旧

福
祉
各
法
と

は

大
き

く

異
な
っ

て

　
ω

い

る
。

三

　
社
会
サ

ー
ビ
ス

法
に

お

け

る

自
己

決

定
権

尊
重

原
則

等
に

関
す

る
法

規
定

1
　
自
己

決
定
権
尊
重
と

選

択
の

自
由
に

関
す
る

法

規
定

自
己
決
定
権
尊
重
の

原
則
に

つ

い

て

は
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
は

、

第
一

章
一

条
三

項
、

第
三

章
五
条
項
で

規
定
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

ら
の
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条
項
は

、

法
の

全
体
的
目
的
の
一

つ

で

あ

る

「

民
主
主

義
」

を

基

礎
と
す
る

も
の

と

し

て

位
置
づ

け
ら

れ
て

い

る
。

こ

れ
ら

三
つ

の

条
項
に

つ

い

て

順
に

み
て

い

く
。

（

一
）

「

民
主
主

義
」

の

目
的
（

第
一

章
一

条
一

項
）

　
第
一

章
一

条
一

項
は

、

前
述
の

よ

う
に

「

社
会
サ

ー

ビ

ス

は
、

民
主
主

義
と

社
会
連
帯
を

基
礎
に

、

人
々

の

経
済
的
お

よ

び

社
会
的
安
全

、

生
活
条
件
に

お

け

る

平
等
な

ら

び
に

社
会
生

活
へ

の

積
極
的
な

参
加
を

促
進
す
る

も
の

で

な

け

れ

ば

な

ら
な
い
」

と

規
定
し

、

「

民
主
主
義
」

「

平
等
」

「

社
会
連

帯
」

「

安
全
」

の

四
つ

を

法
の

最
上
位
の

目
的
と

し

て

位
置
づ

け
て

お

り
、

「

民
主
主
義
」

が
そ

の
一

つ

に

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

　
法
の

制
定
過

程
で

は
、

「

民
主
主

義
」

概
念
に

つ

い

て
、

と

り

わ

け

「

当
事
者
民
主
主

義
」

が

最
も

強
調
さ

れ
て

い

る
。

す
な

わ

ち

「

民

主
主
義
と
い

っ

た

場
合
に

、

そ

こ

に

は

多
様
な

主

体
が

存

在
し

う
る
」

が
、

そ
の

中
で

も

制
定
過
程
で

は
、

「

当

事
者
（

利
用
者
）

民
主
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

義
（

＝

ぽ
一

一

 】
Pe

画
Φ
同
PO

犀
同

卑
け

殉層
）

」

が

と

く

に

強
調
さ

れ

て

い

る
。

当
事
者
（

利
用
者
）

に

と
っ

て

の

民
主
主

義
と

は
、

 
利
用
者
の

権
利
義
務

に

関
す
る

法
規
や

福
祉
サ

ー

ビ

ス

利
用
の

要
件

、

地
域
に

存
在
す
る

社
会
サ

ー

ビ

ス

資
源
な

ど

利
用
者
の

有
す
る

社
会
的
な

問
題
解
決
に

関

わ
る

あ

ら

ゆ

る

情
報
を

受
け

得
る

こ

と
、

 
社
会
福
祉
の

職
員
と
一

緒
に

自
ら
の

社
会
福
祉
施
策
を

形
成
し
う

る

こ

と
、

 
複
数
の

選
択
肢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

の

中
か

ら

選
択

・

決
定
す
る

機
会
を

有
す
る

こ

と
、

 
援
助
決
定
者
と

直
接
に
コ

ン

タ

ク

ト

と

り

う
る

こ

と

等
が

含
ま
れ
る

と

さ

れ
て

い

る
。

（

二
）

個
人
の

自
己
決
定
権
の

尊
重
の

原
則
（

第
一

章
一

条
三

項
）

　
次
に

、

第
一

章
一

条
三

項
で

は
、

「

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

事
業
は

、

個
人
の

自
己
決
定
権
と

尊
厳
に

対
す
る

尊
重

を

基
礎
と

し

て

行
わ

れ

な

け

れ
ば

な

ら

な
い
」

と

規
定
す
る

。

こ

こ

か

ら

当
該
条
項
は

、

個
人
の

自
己
決
定
権
尊
重
の

原
則
の

法
的
根
拠
規
定
と

し
て

位
置
づ

け

ら
れ

　
　
ゆ
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

コ

　
　
ロ
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ロ

て

い

る
。

当
該

条
項
は

、

同
条
一

項
に

定
め

る

民
主

主

義
の

目
的
を

展
開
し

た

も
の

と

解
さ

れ
て

い

る
。

（

三
）

選
択
の

自
由
お
よ

び

利
用

者
の

影
響
力
の

原
則
（

第
三

章
五

条
）

　
ま

た

第
三

章
五

条
は

、

「

社
会
委
員
会
に

よ
っ

て

提
供
さ

れ
る

個
人
を

対
象
と

す
る

施
策
は

、

本
人
と
一

緒
に

形
成
さ

れ
、

実
施
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
」

と
規
定
す

る
。

こ

の

規
定
は

、

第
一

章
一

条
三

項
に

定
め

る

個
人
の

自
己
決
定
権
尊
重
の

原
則
を

さ

ら
に

展
開
し

た

も
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働

の

と
解
さ

れ
て

お

り
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

分
野
に

お

け
る

「

個
入
の

自
由
意
志
の

原
則
」

お

よ

び

「

選

択
の

自
由
の

原
則
」

に

対
す
る

法
的

　

　
　
　

　
　
　
 

根
拠
と

さ

れ
て

い

る
。

さ

ら
に

後
述
の

よ

う
に

、

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

形
成
お
よ

び

実
施
の

双
方
に

つ

い

て
、

可
能
な

限
り

利
用
者
本
人
が

影

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ω

響
力
を

行
使
し

う
る
べ

き
と

い

う
「

利
用
者
の

影
響
力
」

な
い

し

「

利
用
者
の

視
点
」

原
則
の

根
拠
に

も
な
っ

て

い

る
と

解
さ

れ
て

い

る
。

　
2
　
法

的
性
格

　

第
一

章
一

条
一

項
で

定
め

る

目
的
規
定
に

つ

い

て

は
、

そ

の

法
的
性
格
は
プ

ロ

グ

ラ

ム

規
定
で

あ

る

と

解
さ

れ

て

い

る
。

す
な

わ
ち

、

当

該

規
定
は

具
体
的
な

法
的
効
力
を
有
す
る

も
の

で

は

な

く
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

発
展
の

た

め

の

長
期
的
な

政
策
的
・

政
治
的
目
標
を

示
し

て

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

 

い

る

も
の

と

解
さ

れ
て

い

る
。

　
一

方
で

、

第
一

章
→

条
三

項
に

定
め

る

自
己
決
定
権
の

尊
重

、

お
よ

び
第
三

章
五

条
に

定
め

る

選
択
の

自
由
に

関
す
る

規
定
の

法
的

性
格

は
、

「

原
則
」

に

相
当
す

る

と

解
さ

れ
て

い

る
。

　一

九
八

〇
年
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

制
定
過
程
で

は
、

自
己
決
定
原
則
お

よ

び

選

択

自
由

の

原
則
に

つ

い

て

度
々

言
及
さ

れ

て

い

る

が
、

例
え

ば

政
府
法
案
（

国
8
μ
 

お
丶

Q。

O

已

で

は

「

選
択
の

自
由
お

よ

び

自
己

決
定
は

、

社
会

サ

ー

ビ

ス

に

お

い

て

個
人
の

案
件
を

処
理

す

る

際
の

指
針
的
原
則
で

な

け

れ

ば
な

ら

な
い
」

（

淳
。

b
μ

毟
 
丶

Q。

9
ど

の

図

OQ
。°

）

と

述
べ

、

両

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

 

者
を

、

個
人
を

対
象
と
す
る

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

実
施
の

際
に

お

け
る

基
本
な

「

原
則
」

と

し
て

位
置
づ

け
て

い

る
。

　
「

原
則
」

と

は
、

従
来

は

プ
ロ

グ

ラ
ム

規
定
と

同
様

、

何
ら

法
的
効
力
が
な

い

も
の

と

解
さ

れ
て

い

た

が
、

比

較
的
近
年
の

学
説
で

は
、

「

原
則
」

を

全
く

法

的
効

力
を

も

た
な

い

規
範
で

あ
る

と

み

る

の

で

は

な

く
、

一

定
の

法
的
効
力
を

み

と

め

よ

う

と

す
る

傾
向
に

あ
る

。

例
え
ば

ア

レ

ク
セ

イ

に

よ

る

と
、

原
則

（

b
コ
昌

9
眉

Φ
同
）

と

は
、

法
的
お

よ

び

現
実
上
の

可
能
性
か

ら
、

多
様
な

程
度
に

お
い

て

（

o

窟

巨
霞
巨

 
）

満
た

さ

れ

る
べ

き

命

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

 

令
と

し
て

特
徴
づ

け

ら

れ
る

も
の

と

解
さ

れ
て

い

る
。

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

の

社
会
法
学
に

お

け

る

学
説
で

も
、

こ

の

立

場
が

支
持
さ
れ

る

傾
向

に

あ
る

。

　

な
お

、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

社
会
法
研
究
者
で

あ
る

ラ
ン

デ

リ
ウ

ス

は
、

第
三

章
五

条
の

う
ち

、

社
会
委
員
会
が

個
人
と
「

協
議
（

°・

肆

白

感
O
）

」

し

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

と

い

う

部
分
に

つ

い

て

は
、

単
な

る

「

原
則
」

に

と

ど

ま

ら

ず
、

社
会
委
員
会
に

具
体
的
な

法
的
義
務
を

課
し

た

法

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

 

規
定
と

解
す
る
べ

き
で

あ
る

と

主
張
し

て

い

る
。
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3
　
内
容

　
次
に

、

こ

れ

ら
の

原
則
の

具
体
的
内
容
に

つ

い

て
、

一

九

八

〇
年
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

制
定
過

程
で

は

ど
の

よ

う
に

論
じ
ら

れ

て

い

た

か
。

先
述
の

と

お

り

同
法
の

制
定
過
程
に

お
い

て
、

こ

れ
ら
の

原
則
に

つ

い

て

度
々

言
及
さ
れ

て

い

る

が
、

そ

こ

で

は

必
ず
し

も

自
己
決
定

権
原
則
と

選
択
自
由
の

原
則
を

厳
密
に

区

分
し

て

論
じ
ら
れ

て

は
い

な

い
。

こ

こ

で

は

そ

の

内
容
に

従
っ

て
、

以

下
の

よ

う
に

整
理
し

て

お

佗 
゜

く　

第
一

に
、

自
己
決
定
権
尊
重
原
則
の

内
容
と

し

て

は
、

以
下
の

二

点
が

あ

る
。

　

 
自
分
の

状
況
に

関
す
る

自
己
決
定
　
　
広
義
に

は
、

個
人
が

自
分
の

生
活
お

よ

び
生
き

方
を

自
ら

決
定
す
る

こ

と
、

す
な

わ

ち

自
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

状
況
に

関
す

る

自
己
決
定
権
を
意
味
し
て

い

る
。

こ

の

意
味
で

の

自
己

決
定
権
は

、

後
述
の

よ

う
に

同
法
第
一

章
→

条
二

項
で

「

自
分
の

状

況
に

対
す

る

自
己
責
任
」

の

原
則
と

し
て

も
定
め

ら

れ
て

い

る
。

　

 
特
定
の

サ

ー

ビ

ス

の

利
用
に

関
す
る

自
己
決
定

　
　
狭
義
に

は
、

特
定
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

を

利
用

す
る

か

否
か

に

関
す
る

自
己

決
定
権

を

意
味
す

る
。

す
な
わ

ち

「

特
定
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

を

受
け

る
か

否
か

を

最
終
的
に

決
定
す
る

の

は

本
人
自
身
で

あ

る
こ

と
が

主
た

る

原
則
」

と
い

う

意
味
で

用
い

ら
れ
て

い

る
。

　

第
二

に
、

選
択
の

自
由
の

原
則
の

内
容
と

し
て

は
、

以

下
の

四

点
が

あ
る

。

　

 
選

択

肢
の

中
か

ら

選
択
し

決
定
す
る

こ

と

　
　
第
三

章
五
条
に

基
づ

く

「

選
択
の

自
由
」

原
則
に

つ

い

て

は
、

ま

ず
、

複
数
の

選

択
肢

の

中
か

ら

利
用
者
が

選
択
し

決
定
す
る

こ

と

を

意
味
す
る

。

す
な

わ

ち

複
数
の

選
択
肢
が

存
在
す

る

際
に

、

選
択
を
行
う
の

は

利
用
者
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

で

あ

る

こ

と

を

意
味
す
る

。

　

 
施
策
の

形
成
お

よ

び
実
施
に

お

け
る

利
用
者
の

影
響
力
　
　
ま

た

当
該
原
則
は

、

具
体
的
な

社
会
サ

ー

ビ

ス

施
策
の

形
成
お

よ

び

実
施

の

い

ず
れ
の

際
に

も
、

利
用
者
本
人
の

希
望
が

配

慮
さ
れ

、

利
用

者
本
人
が

可
能
な

限
り
影
響
力
を

行
使
し

う
る

こ

と

が

重

視
さ
れ

る
べ

き

で

あ

る

こ

と

を

意
味
す
る

も
の

で

あ
る

と

解
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ
は

「

利
用
者
の

影
響
力
」

な
い

し

「

利
用
者
の

視
点
（

固
冨
昌

号
霞゚
・

b
 

犀

菖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 の

く
Φ
け
）

」

原
則
と

も

呼
ば

れ
て

い

る
。
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職
員
と

の

協
議
の

機
会
の

保
障
　

　
さ

ら
に

当
該
原
則
は

、

具
体
的
な

援
助
の

利
用
に

際
し
て

、

個
人
が

希
望
を

述
べ

る
た

め

に

職
員

と

の

協
議
の

機
会
が

与
え

ら
れ

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

こ

と

を

意
味
す
る

。

制
定
過
程
で

は
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に

基
づ

く
サ

ー

ビ

ス

提
供
の

際
に

は
、

行
政
機
関
は

利
用
者
の

“

頭
越
し

に
”

社
会
サ

ー

ビ

ス

施
策
を

講
じ

る

こ

と

は

許
さ
れ

な
い

と

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

ラ
ン

デ

リ

ウ

ス

に

よ

れ

ば
、

当
該
「

協
議
」

の

目
的
は

個
人
の

影
響
力
を

増
大
さ

せ

る

こ

と

に

あ

る

と

し
、

利
用
者
が

施
策
に

関
す
る

希
望
を

述
べ

、

複

数
の

選
択
肢
の

な

か

か

ら

選
択
し

う

る

た
め
の

前
提
条
件
と

な

る
と

さ

れ

て

い

る
。

　

 
処
遇
計
画
の

策
定
へ

の

参
加

　
　
同
様
に

、

制
定

過

程
で

は

「

案
件
の

当
事
者
が

自
ら

処
遇
計
画
の

策
定
に

参
加
す
る

こ

と

は

重
要
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ

る
。

そ

う
で

な

け
れ

ば

自
由
意
志
及
び

自
己
決
定
の

原
則
は

単
な

る

内
容
の

な
い

言
葉
に

な
っ

て

し

ま

う
」

と

述
べ

ら

れ
て

お

り
、

計
画

策
定
に

お

け
る

利
用

者
の

参
加
の

保
障
を

も

含
む

も
の

と

解
さ

れ

て

い

る
。

　
4
　
行
政
機

関
の

責
務

　

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

制
定
過
程
で

は
、

個
人
が

自
己

決
定
権
や

選
択
の

自
由
を

行
使
す
る

に

あ
た

り
、

行
政
機
関
の

側
に

も
固
有
の

積
極

的
な

責
務
が
あ

る

こ

と

も

強
調
さ

れ
て

い

る
。

す
な

わ

ち

個
人
が

自
ら
の

状
況
や

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

利
用
に

関
し
て

自
己

決
定

権
や
選

択
の

自
由
を
実
質
的
に

行
使
し

う

る
た

め

に

は
、

社
会
の

側
に

基
本
的
義
務
が

要
請
さ

れ
る

と

述
べ

ら
れ
て

お

り
、

そ

こ

に

は

情
報
提
供
や

助
言
・

相
談
等
を
通
じ

て

こ

れ

を

積
極
的
に

支
援
す
べ

き
こ

と

な

ど

が

含
ま

れ

る

と

さ
れ

て

い

る
。

こ

こ

か

ら
、

個
人
の

自
己
決
定
権
お
よ

び

選

択

自
由
の

尊
重
の

原
則
が

、

行
政
機
関
の

固
有
の

積
極
的
義
務
を

伴
う

も
の

と

解
さ
れ

て

い

る
と

い

え

る
。

　

当
時
の

社
会
大
臣
は

、

行
政
機
関
に

課
さ

れ

る

固
有
の

責
務
に

つ

い

て
、

「

社
会
サ

ー

ビ

ス

に

携
わ

る

行
政
機
関

側
は

、

単
に

個
人
か

ら

の

働
き
か

け
を

待
つ

だ

け

で

な

く
、

個
人
と

積
極
的
に

協
議
す
る
こ

と

を

通
じ

て
、

ま

た

情
報
提
供
や

助
言
を

行
う
こ

と

を

通
じ

て
、

個
人

の

真
の

必
要
性
や
そ

れ

を

取
り

除
く

た
め

の

条
件
に

つ

い

て

個
人
と

と

も

に

明
ら
か

に

し
、

個
人
が

自
己

決
定
を

行
う
こ

と

を

積
極
的
に

援

助
し

、

場
合
に

よ
っ

て

は

個
人
の

自
己
決
定
に

対
し

て

積
極
的
に

影
響
を

与
え

る

と

い

う

固
有
の

責
務
を

負
う
べ

き

で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

こ

と

は
、

と

り
わ

け

社
会
の

中
の

“

最
底
辺
”

に

位
置
す
る

人
々

に

あ
て

は

ま
る

と

指
摘
さ

れ

て

お

り
、

こ

れ

ら
の

人
々

は

「

し

ば

し

ば

大
き

な

困
難
の

も
と

に

生

活
し

て

お

り
、

選
択
の

自
由
の

恩
恵

を
ほ

と

ん

ど

受
け
な

い
」

と
し

て
、

こ

の

よ

う
な

意
味
で

の

積
極
的
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な

支
援
な
し

に

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

自
己
決
定
権
や

選
択
の

自
由
は

行
使
し
え

な

い

に

等
し

い

と

指
摘
し

て

い

る
。

四

　
自
己
決
定
尊
重
原

則
と
選

択
自
由
の

原
則
の

制
限

　
他
方
で

、

個
人
の

自
己

決
定
権
尊
重
お

よ

び

選

択
の

自
由
の

原
則
は

、

い

か

な

る

制
限
も
課
さ

れ

な
い

も
の

で

は
な

い
。

こ

こ

で

は
、

こ

れ

ら
の

原
則
が

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に

定
め

る

そ

の

他
の

目
的
や

原
則
等
か

ら

ど
の

よ

う
な

制
限
を

課
さ

れ

う
る

の

か

に
つ

い

て

み
て

い

く
。

　
1
　
自
己

決
定
権
の

制

限

　

（

一
）

「

自
分
の

状
況
に

対
す

る

責
任
」

原
則
に

よ

る

制
限
（

第
一

章
一

条
二

項
）

　

第
一

に
、

特
定
の

サ

ー

ビ

ス

奎
受

け
る

か

否
か

に

関
す
る

個
人
の

自
己
決
定
権
は

、

同
法
一

章
一

条
二

項
に

定
め

る

「

自
分
の

状
況
に

対

す
る

自
己

貴
任
」

の

原
則
に

よ
っ

て

制
限
さ
れ

る
。

当
該
条
項
も

、

自
己

決
定
権
尊
重
の

原
則
と

同
様
に

、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

基

本
原
則

の
一

つ

で

あ

る

と

解
さ

れ

て

い

る
。

す
な

わ
ち

制
定
過
程
に

お
い

て

社
会
大
臣
は

、

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

事
業
は

各
個
人
の

行
動
や

生

活
方
法

に

関
す
る

自
己

責
任
を

肩
代
わ

り

す
る
べ

き
で

は

な
い

、

そ

の

よ

う

場
合
に

は

人
々

を
受
身
に

し
、

依
存
的
に

す
る

危
険
性
が

あ

る
、

と

指

　
　
　
　
 

摘
し
て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

意

味
で

の

制
限
は

、

手
続
上
は

、

援
助
を

受
給
す
る

際
に

、

行
政

機
関
に

よ

る

援
助
の

必
要
性
判
定
が

行
わ

れ

る

こ

と
に

よ
っ

て

な

さ
れ

る
。

　

（

二
）

「

個
人
の

資
源
の

開
放
・

発
展
」

な
い

し

リ
ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
に

よ

る

制
限

　

第
二

に
、

上
記
の

意

味
で

の

個
人
の

自
己

決
定
権
は

、

法
一

章
一

条
二

項
に

定
め

る

「

社
会
サ

ー

ビ

ス

は
、

個
人
の

資
源
を

開
放
さ
せ

、

発
展
さ
せ

る
こ

と

を

目
指
す
も
の

で

け
れ

ば

な

ら
な

い
」

と

い

う

原
則
か

ら

も
制
限
さ

れ

う
る

。

社
会
サ

ー

ビ

ス

第
一

章
法
一

条
二

項
は

、

個
人
の

資
源
の

解
放
お
よ

び

発
展
の

原
則

、

な
い

し

は

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
を
定
め

た

も
の

と

解
さ

れ
て

い

る
。

同
様
の

趣
旨
は

、

個
人
に

つ

い

て

は

さ

ら
に

、

第
四

章
一

条
二

項
に

お
い

て

「

援
助
は

個
人
の

自
立
し

た

生

活
を

送
る

た
め
の

資
源
を

強
化
す
る
よ

う
に

形
成

さ
れ

な

け

れ
ば

な

ら

な
い
」

と

も

規
定
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

自
己
決
定
権
は

、

社
会
的
な

援
助
を

受
け
る

こ

と
が

、

当
人
資
源
や

能
力

を

解
放
せ

ず
、

あ
る

い

は

発
展
を

後
退
さ

せ

る

よ

う

な

場
合
に

は
、

当
該
援
助
の

受
給
は

認
め

ら

れ

な
い

こ

と

を

意
味
す
る

。
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（

三
）

利
用
可
能
な

資
源
と
の

関
係

　
第
三

に
、

コ

ミ
ュ

ー

ン

に

利
用
可
能
な

財
源
な
い

し
社
会
資
源
が

欠
如
し
て

い

る

場
合
に

個
人
の

自
己
決
定
権
が

制
限
さ

れ

う
る

か

否
か

に
つ

い

て

は
、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

で

は
、

特
定
の

施
策
を
個
人
が

希
望
し

、

か
つ

そ

の

必
要
性
が

存
在
す

る

場
合
に

は
、

援
助
受
け

る

権
利
は

資
源
の

欠
如
に

よ
っ

て

制
限
さ

れ

て

は
な

ら

な
い

と

解
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

点
は

わ

が

国
と

は

大
き

く

異
な

る
。

　
す
な

わ

ち

同
法
は

、

第
四

章
→

条
で

個
人
の

社
会
的
援
助
を

受
け
る

権
利
を

明
記
し

て

い

る

が
、

当
該
援
助
受
給
権
と

こ

れ

に

対
応
す
る

コ

ミ

ュ

ー

ン

の

義
務
の

効
力
は

、

コ

ミ

ュ

！

ン

の

財

政
的
状
況
や

社
会
資
源
の

状
況
に

よ
っ

て

は

左
右
さ

れ
て

は

な

ら

ず
、

「

資
源
の

欠
如
」

は

申
請
を

拒
否
す
る

理

由
に

は

な

ら
な

い

と

い

う
の

が

最
高
行
政
裁
判
所
や

行
政
解
釈
の

立
場
で

あ
る

。

し

た
が
っ

て
、

例
え
ば
あ

る
コ

ミ
ュ

ー

ン

内
で

高
齢
者
住
居
等
が

不
足
し

て

い

る

場
合
に

、

個
人
が

こ

の

タ

イ

プ

の

住
居
へ

の

入
居
を

希
望
し
、

か
つ

入
居
の

必

要
性
が

あ
る

と

社

会
委
員
会
（

あ
る

い

は

拒
否
決
定
に

関
す
る

抗
告
訴
訟
の

場
合
は

行
政
裁
判
所
）

が

判
断
し

た

場
合
に

は
、

コ

ミ
ュ

ー

ン

の

側
に

は

特
別
住

居
の

整
備
義
務
を

含
む

サ

ー

ビ

ス

提
供
義
務
が

生
じ

る
。

こ

れ

を

満
た

さ
な
い

場
合
は

い

わ

ゆ

る

「

法
規
無
視
」

な
い

し

「

裁
判
所
無

視
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

と

呼
ば
れ

る

違

法
状
態
が

生
じ

る
。

こ

こ

か

ら
、

特
定
の

施
策
に

つ

い

て

必
要
性
が

あ
る

場
合
に

は
、

当
該
援
助
を

受
け

る
こ

と

に

つ

い

て

の

個
人
の

自
己

決
定
権
は

、

資
源
の

状
況
に

よ
っ

て

制
限
さ

れ

な
い

と

い

え

る
。

　
2
　
選

択
の

自
由
の

制
限

　

（

一
）

「

個
人
の

資
源
の

開
放

・

発
展
」

な

い

し

リ
ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
に

よ

る

制
限

　
選
択
の

自
由
の

制
限
と

し
て

、

第
一

に

は
、

前
述
の

自
己
決
定
権
の

制
限
の

場
合
と

同
じ

く
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

が

個
人
の

自
立
し

た

生
活

を

お

く
る

力
を

強
化
す
る

よ

う

に

形
成
さ

れ

実
施
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

す
る

、

第
一

章
一

条
二

項
お

よ

び

第
四

章
一

条
二

項
に

基
づ

く

「

個
人
の

資
源
の

解
放

・

発
展
」

な

い

し

「

リ
ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

の

原
則
」

に

よ
っ

て

制
限
さ

れ
る

。

　

（

二
）

利
用
可
能
な

資
源
に

よ

る

制
限

　

第
二

に
、

自
己
決
定
権
の

制
限
の

場
合
と

は

異
な

り
、

選
択
の

自
由
に

つ

い

て

は
、

コ

ミ

ュ

ー

ン

に

お

け
る

利
用
可

能
な

資
源
の

状
況
に

よ
っ

て

制
限
さ
れ

う

る

と

解
さ

れ

て

い

る
。

す
な

わ

ち

政
府
法
案
で

は
、

複
数
の

選
択
肢
の

中
か

ら

最
終
的
に

選
択
・

決
定
を

行
う
の

は

個
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人
で

あ

る
こ

と

を

原
則
と

し
つ

つ
、

他
方
で

、

個
人
の

必
要
性
を
み

た

し

う
る

よ

う
な

選
択
肢
が

複
数
考
え

ら

れ
る

場
合
に

は
、

個
人
は

特

定
の

施
策
を
受
け

る
こ

と

に

つ

い

て

無
条
件
の

権
利
を

有
す

る

も
の

で

は
な

く
、

コ

ミ

ュ

ー

ン

内
に

ど
の

よ

う

な

利
用
可
能
な

資
源
が

存
在

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

 の

し

て

い

る
か
と
い

う

点
が

考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
、

と

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

し

た
が
っ

て
、

個
人
の

援
助
を

形
成
す
る

際
に

は
コ

ミ
ュ

ー

ン

の

資
源
に

も
考
慮

さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら

ず
、

資
源
の

状
況

は

個
人
の

選

択
の

自
由
を

制
限
す
る

こ

と

に

な

る
。

　

た

だ

し
こ

の

こ

と

は
、

個
人
の

必

要
性
を

満
た

し

う
る

選

択
肢
が

複
数
あ

る

場
合
に

お

け
る

制
限
で

あ
っ

て
、

前
述
の

と

お

り
、

例
え

ば

特
別
住
居
へ

の

入
居
の

必
要
性
な

ど
、

あ
る

特
定
の

施
策
に

つ

い

て

の

必
要
性
が
存
在
す

る

場
合
に

は
、

そ

の

施
策
が

不
足
し

て
い

る
か

ら

と
い

っ

て

他
の

施
策
−

例
え

ば
特
別
住
居
の

か

わ
り
に

在
宅
で

の

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

等
1

で

代
替
し
て

よ
い

こ

と

に

は

な

ら
な

い
。

五

　
比

較
検
討

　
以

上
み

て

き
た

よ

う

に
、

日

本
と
ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

の

い

ず
れ

も
、

旧

社
会
福
祉
法
制
へ

の

批
判
を

背
景
に

、

個
人
の

自
己
決
定
権
や

選
択

の

自
由
を

新
た
な

理

念
と

し

た

社
会
福
祉
改
革
が

行
わ
れ

て

き

た

点
で

、

共
通

し
て

い

る

と

言
え

る
。

し
か

し

そ

の

具
体
化
の

方
法
は

、

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

で

は

行
政
決
定
に

も
と
つ

く

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

提
供
方
式
を
維
持
し

た

も
の

で

あ

る
の

に

対
し

、

日

本
で

は

個
人
と

提
供
事
業

者
に

よ

る

直
接
契
約
制
度
を

導
入
す
る

と
い

う

方
法
が
と

ら

れ

た
。

両
者
で

用
い

ら
れ

て

い

る

自
己
決
定
権
尊
重
お
よ

び

選
択
の

自
由
の

概

念
を

比
較
す
る

と
、

次
の

よ

う

な

四

点
を

指
摘
す
る

こ

と
が

で

き
る

。

 
「

原
則
」

と

し
て

の

法
的
性
格

　
第
一

に
、

自
己

決
定
権
尊
重
と
い

う
理

念

に
つ

い

て

は
、

日

本
で

は

新
た

な

社
会
福
祉
の

基
本
理

念
と

し

て

位
置
づ

け
な
が

ら
、

そ

の

法

的
性
格
や

内
容
に

つ

い

て

十
分
に

分
析

・

検
討
が
行
わ

れ
て

い

る

と

は

言
い

が

た
い

。

こ

れ

に

対
し
て

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

で

は
、

こ

れ

ら
の

理

念
は

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に

も
と
つ

く

個
人
を

対
象
と
す
る

施
策
に

関
す
る

「

原
則
」

と
し

て

位
置
づ

け
ら

れ

て

お

り
、

学
説
上
は

、

こ

れ
を

単
な

る
プ

ロ

グ

ラ

ム

規
定
と

み

る

の

で

は

な

く
、

法
的
お
よ

び

現
実
上
の

可
能
性
に

し
た

が
っ

て

多
様
な

程
度
に

お
い

て

実
現
さ

れ

る
べ

き

こ

と

を

命
令
す

る

規
範
と

し
て

理
解
さ

れ
る

傾
向
に

あ
る

。
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自
己
決
定
権
お

よ

び

選
択
の

自
由
の

広
範
な

内
容

　
第
二

に
、

自
己

決
定
権
尊
重

原
則
お

よ

び

選
択
自
由
の

原
則
の

内
容
に

つ

い

て
、

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

で

は
、

 
利
用
者
が

自
ら
の

状
況

に

関

し
て

自
己
決
定
す
る
こ

と
、

 
特
定
の

社
会
サ

ー

ビ

ス

を

受
け
る

か

否
か

を

自
ら

決
定
す
る

こ

と
、

 
複
数
の

選
択
肢
の

中
か

ら

選

択
を
行

う
こ

と
、

 
施
策
の

形
成
お

よ

び

実
施
に

お
い

て

利
用
者
の

希
望
が

配
慮
さ

れ
、

可
能
な

限
り

利
用
者
が

影
響
を

行
使
で

き

る
こ

と

等
が

含

ま
れ

る
と

解
さ

れ

て

お
り

、

こ

れ

ら
が

広
範
な

内
容
を

含
む

も
の

で

あ
る

こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

こ

れ
に

対
し
て

わ
が

国
の

社
会
福
祉
基
礎

構
造
改
革
で

は
、

利
用
者
が

ど
の

事
業
者
・

サ

ー

ビ

ス

を

選

択
す
る

か
と

い

う

点
に

も
っ

ぱ

ら

重

点
が

お
か

れ
、

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

の

場
合
と

比
べ

る
と

矮
小
化
し
て

理
解
さ

れ

る

傾
向
に

あ

る
こ

と

が

指
摘
で

き
る

。

と

り
わ

け
 
お
よ

び

 
の

意
味
が

軽
視
さ

れ
て

い

る
と

言
わ

ざ
る

を

え

な
い

。

 
公
的
責
任
の

強
調

　
第
三
に

、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

で

は
、

個
人
の

自
己

決
定
お

よ

び

選

択
の

自
由
の

原
則
は

、

単
に

個
人
の

権
利
と

自
由
を

意
味
す
る
の

で

は

な

く
、

公
的
機
関
の

側
に

も

固
有
の

責
務
を

課
す
も
の

と
解
さ

れ

て

い

る
。

す
な

わ

ち
社
会
福
祉
分
野
に

お

け
る

個
人
の

自
己
決
定
権
お

よ

び

選
択
の

自
由
が

実
質
的
に

実
現
さ

れ

る
た

め

に

は
、

行
政
機
関
に

よ

る

情
報
提
供

、

相
談
・

助
言
等
の

積
極
的
な

支
援
お

よ

び
、

次
に

述
べ

る

公
的
な

基
盤
整
備
義
務
を

も

含
む

公
的

責
任
を

不
可
欠
の

前
提
条
件
と

し

て

位
置
づ

け
て

い

る

点
で

特
徴
的
で

あ

る

と

い

え

る
。

日

本
で

は
、

公
的
部
門
の

も
つ

個
人
の

自
由
を

制
限
す
る

側
面
が

強
調
さ

れ
、

行
政
処

分
に

基
づ

く
措
置
制
度
が

否
定
さ

れ

て

き

た
が

、

公

的
部
門

の

も
つ

自
己

決
定
と

選
択
の

自
由
の

実
現
の

た

め
の

積
極
的
側
面
に

つ

い

て

は
、

十
分
に

議
論
さ

れ
て

き

て

は

い

な
い

。

 
援
助
受
給
権
に

裏
付
け
ら

れ
た

自
己
決
定
権

　

第
四
に

、

第
三

の

点
で

も

言
及
し

た
と

お

り
、

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

で

は
、

特
定
の

援

助
を

受
け
る
か

否
か

に

つ

い

て

の

個
人
の

自
己

決
定
権

は
、

資
源
の

欠
如
に

よ
っ

て

制
限
さ
れ

な
い

援
助
受
給
権
に

裏
付
け
ら

れ
て

い

る
。

す
な

わ

ち
ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

で

は
、

個
人
の

援
助
受
給
権

は
コ

ミ
ュ

ー

ン

に

よ
っ

て

実
質
的
に

保
障
さ

れ
、

こ

の

範
囲
で

自
己
決
定
権
も
実
質
的
に

保
障
さ

れ
る

こ

と

に

な

る
。

　
こ

れ
に

対
し

て

わ
が

国
で

は
、

国
ま

た
は

地
方
公
共
団
体
の

基
盤
整

備
義
務
に
つ

い

て

の

十
分
な

法
的
義
務
が

規
定
さ

れ
て

い

な

い

た
め

、

一 116一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of Legal and Political Sciences

NII-Electronic Library Service

例
え

ば

要
介
護

認
定
等
に

よ
っ

て

個
人
の

援
助
の

必
要
性
が

認

定
さ

れ

た

場
合
で

も
、

サ

ー

ビ

ス

量
が
不
十
分
な
た

め

サ

ー

ビ

ス

を

受
け
ら

れ

な
い

事
態
が

深
刻
な

問
題
と
な
っ

て

い

る
。

こ

の

場
合

、

受
け
た

い

援
助
を

受
け
ら

れ
な

い

と
い

う

自
己
決
定
権
の

侵
害
も

生
じ

て

い

る

と
い

え

る
。

六

　
お

わ

り
に
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最
後
に

、

本
稿
で

は

紙
幅
の

関
係
で

取
り

上
げ
る

こ

と

が

で

き

な

か
っ

た

が
、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

で

は
、

自
己
決
定
権
尊
重

や

選

択
の

自
由

の

原
則
を

実
質
的
に

実
現
す

る
た

め
、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
や

関
連

諸
法
に

お
い

て

様
々

な

法
的
し

く
み

を

用
意
し

、

行
政
機
関
に

対
す
る

個

人
の

法
的
地
位
の

強
化
が

は

か

ら

れ
て

い

る
。

な

か

で

も

援
助
の

形
成
過
程
に

お

け

る

個
人
に

保
障
さ

れ

る

手
厚
い

手
続
的
権
利
と

、

援
助

の

実
施
過
程
に

お

け
る

利
用
者
の

影
響
力
強
化
の

た
め

の

利
用
者
参
加

制
度
は

注

目
に

値
す

る
。

　
前
者
に

つ

い

て

は
、

主
と
し
て

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
と

行
政
法

（

国

曾
く

巴

言
巨
翳
蜀
  q
（

お
Q。

 

面
卜。
°。
）

）

に

基
づ

く

援
助
決

定
過

程
に

お

け
る

情

報

を

受

け

る

権

利

や

意

見

表

明

権

等
の

個

人

に

対

す

る

手

続

的

権

利
の

保

障
、

後

者
に

つ

い

て

は

地

方

自

治

法

（

国
。

目
目

篝
邑
 
σq
 

5（

巳
 
H…
 

OO
）

）

に

基
づ

く
利
用

者
参

加
制
度
の

発
展
を

挙
げ
る
こ

と

が

で

き

る
。

わ

が

国
に

お
い

て

も
、

社
会
福
祉

サ

ー

ビ

ス

の

主
た

る

部
分
が

契
約
制
度
へ

移
行
し

た
一

方
で

、

措
置
制
度
に

よ

り

提
供
さ

れ

る

部
分
も
こ

れ
と

並
存
し

て

い

る
。

措
置

制
度

の

分
野
に

つ

い

て

も
、

新
た

な

法
理
念
に

基
づ

き
抜
本
的
な

見
直
し

が

必
要
で

あ

る
こ

と

を

付

言
し

て

お

く
。

　
な

お

本
稿
で

は
、

判
断
能
力
が

低
下
し

て

い

る

場
合
に

お

け
る

利
用
者
の

権
利
や

自
己
決
定
権
を
保
障
す
る
た

め
の

法
制
度
−

後
見

人
制

度
等
ー

に

つ

い

て

は

取
り
上

げ

る
こ

と

が

で

き
な

か
っ

た
。

こ

れ

ら
の

点
に

つ

い

て

は
、

今
後
の

課
題
と

し
た

い
。

ω

　
従
来

、

行
政
解
釈
や

判
例
で

は
、

社
会
福
祉
を

受
け

る
こ

と

は

受
給
者
の

権
利
で

は
な

く
、

行
政
機
関
の

側
に

義
務
や

権
限
が

与
え

ら

れ
て

い

る

こ

　
と
の

反
射
的
利
益
に

す

ぎ
な
い

と

解
さ
れ

て

お

り
、

同
時
に

、

ど
の

よ

う
な

種
類
の

サ

ー

ビ

ス

を

受
け
る

か
、

ど
の

施
設
に

入
所
し

た

い

か

等
に

つ

い

　
て

の

個
人
の

選

択
の

自
由
は

保
障
さ
れ

て

い

な
い

と

解
さ

れ
て

き
た

。

東
京
地
判
昭
六
一

・

九
・

三

〇
判
時
「

二
「

八

号
九
三

頁
、

大
阪
地
判
平
一

〇
・
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九
・

二

九
判
タ
一

〇
二
一

号
一

五

〇

頁
、

大
阪
高
判
平

＝
二

・

六
・

二
｝

判
時
二

二

八

号
七
二

頁
等。

　

　
サ

 
　

爵
o

ピ
O
αq
ら
ぴ
Φ
犀

 曽

Z
鈎
ロq
目

聾

9
昌
け

 

o
げ

巳
昌
σq
卑
斥

o

日
げ
 

け

《

島

巴
器
β

 
ぐ

β

詳

筥
 

β
匹
の

臣

一

 

5

訂
σq
山

ま
噌

 
噌
げ
Φ

言
P
陣

勾
Φ
ω

班
閃
胃

俸
註
目

O
蝉

匹

〇
一

屮

く
Φ

自
05P

　
HO

 
幽゚

〉

旨，
O
げ
四

昌
o

諱
o

冖
ロ

冨

島

巴
o
δ一

〇Q一
餅

守
げ
 
ロD

盡
匿
日
 
づ
阜

ρ

ぐ

巴
摩

臣
Φ
け

oo

ゲ

の

餌

ヨ
け

団
o
犀
 

ヨ
o

巨
己。

oo

貯
言
餌

ロ

馨
 

炉

一

 
 

9
の

HH

 ．

幗

　
拙
稿
「

ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

法
理
念

（

｝
）

」

琉
大
法
学
七

四
号

、

二

〇
〇
五

年
、

二

二

九−
二

七
二

頁
を

参
照

。

凶

　
剛

き
弓゜
H
 
刈

 
、

QQO

戸
ω

鱒
HO
…

ピ

母
の

O
δ
ロ
≦
 

印

oo

『

＝
臥

国
o
一

魄

霞
ω

ω

o
戸

oDo9

巴
こ
餌
コ
・゚

什

の

昼

ー
口
勉

コ
O
ぴ
o
貯
Φ

ロ

o

日

QDo

尸

い

く
qoo

げ

ピ

く
竃一
ω

ド

08

　

等
を

参
照

。

 

　
O
鱒

臣

Zo

旦゚
・

嘗
α

ヨv
 

5
号
磊

弓
げ
信
昌
く
09Z

同
即

ω

o

臥
p。
一

貯
σq

贄
昌
 −

日

巴
犀
o

日
ヨ
 

暮
9。
弓

霞
し
9。
αq
ゆ
居

o

臼

ま
目

密
算

巳
昌

醫
目

。゚

o

日

島
Φ

一

団

島

霞

号
ロ

H

　

す
冨
＝
国

匡

卜3000

（

自
冒

扈゚
HO

）uo

ロ

ざ
o
犀
げ
o
｝

唐
卜 300

 ｝
ω

こQ
ド゜

 

　
但
し

第
四

章
一

条
に

定
め
る

「

適
切
な

生
活
水
準
」

の

う

ち
生

計
維
持
援
助
の
一

部
に

つ

い

て

は
、

一

九

九
八

年
改
正
以

降
、

政
府
が

全

国
一

律
の

　

基
準
（

全
国
基
準
〔

5．
閃
。゚

昌

8
巳
）

を

定
め

て

い

る

（

同
三

条
）

。

社
会
サ

ー

ビ

ス

に

関
す
る

国
の

監
督
行
政
庁
た
る

社
会
庁
か

ら
も

行
政
監
督
の
一

環

　

と

し
て

同
法
の

適
用
の

指
針
と

な

る

各
種
の

「

一

般
的
助
言
」

が

出
さ

れ
る
が

、

こ

れ
は

同
法
適

用
の

指
針
で

あ

り
、

法
的

拘
束
力
を

有
す
る

も
の

で

　

は

な

い

（

＝
二

章
→

条
）

。

 

　

摩
Ob

μ
 
司
Φ
、

co9

飴

の

悼
O
日

な

ど
。

 
　
oQOq

目

O
“

臼
心

ρ

の

同

QQoo

プ

ω

卜⊃

  −
oσ

O°

働

　
石DOq

日

 
刈

ら

鳳

ρ
叨

圜

01

い

贄
ロ゚

Oa

昌

≦
9
巨

oo

ゲ

観
臥

＝
巳
町q
Φ

屋
の

o

戸

Qα
09

巴
ε
餌
昌
の

け

 

昌

ー
国
卑

目
畠

ぴ
o
犀
 

50

髯

QDor

ピ

＜
qoo

げ

『

＜

竃｝
の

刈
 ゜

ω
　
冖
卑

匿

O
目

α

旨

耄

鉱
｝

oo

げ

冖

貯
h

閏
o

お
Φ

屋
oΩ
oPoQo9

巴
ε

卿
昌
ロ。

岔
pI

国
聾

づ

き
o

閃
 

昌

o

目

ω
o

厂

冒

く
口

oo

ゲ

日

く］
≦

w

の

oQ
α’
目．
蓐’

qD
　
ぐ
刈
 

ロQ

審
弓

げ
賦

戸
い”

oDoo

貯
一

同

餌

言闇
ロ。

目

日

OQo
．

 
　

芝
霧
8
属

げ
騨
一

ζ
げ

錠
ご

Φ

H
ド
OQo
噸

 
　
》
昌

弓
O
げ
9
臣

98

冖
 

昌
q9

一

＝
P
ω

嚇

鑑
く
げ
 

ロo

鼠
目
目
騨

冨
島

ρ

＜

巴

監
げ
 
け

oo

げ

oロ
国

日
け

《
o
冒
o

一

冨
o

巨
oロ
09

巴
＆
餌
昌
o。

け

Φ

PHOO

 ”
の

日

ド

QQ’

αの
　
目
9D

蕁

Qa

ロ

煢
勉

宦

oo

げ

＝
 

h

口
o

膩
 

崩
自゚

oP

の
09

巴
什

怠
昌
茹。

8
胃

閏
ロ

コ
島
げ
o
吋
 

＝

o

日

QDor

ピ

＜
qoo

げ

い

く

竃”
の

HO9

 
　

≦
 
の

8
同

げ

讐
尸

oロ
oo

貯
冒

籌
け”
一

〇

貯
 
・゚

Q囗
聾

昌
q

σq

話
昌（
話
P
）導

Zo
円

。゚

8
画

諾

q
自

覧

＆
°。

犀
簿

ぴ
蝉

嵩

き
o

ぎ

悼

OO

γ

D゚

＝
O
刈゜

 
　
制
定
過
程（

摩
暑
μ
 

お
、

°。

9
じ

に

お
い

て

は

”

原
則
”

を

表
す
用
語
と
し
て

・

胃

岸

岳
9
霧
（

の

b 。

O
°。

Y．一．

冒
ヨ
。

言
霞
（

 

b。
O
刈）

」一．
b
巨

琴
ゼ
Φ

議
鼠

　

臥

霹
に

且
零
（

°・

b。

OO

） ．．

等
が

用
い

ら

れ
て

お

り
、

統
一

し
た

用

語
が

使
わ

れ
て

い

る

わ
け
で

は

な
い

。

し
か

し
ラ

ン

デ

リ
ウ

ス

に

よ

る
と

、

こ

れ

ら
は

い

　

ず
れ
も

「

原
則
」

と
し
て

同
一

の

も
の

と
み

な

す
こ

と
が
で

き
る
と

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

ピ

譽
号
冨

磊

し
荘
9
‘

°・

目

O
こ。噸
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レ
δ
属

ざ

戸

弓
 
o

巨
 

師

霞

O
腎

β
コ
阜

語
o

げ

8闇
日

OQQ

勲

勺
 

oN

昌

時り
｝

＜
p
阜

貯

鼠
け

亀

O
目

処
 

日
o
吋

螽
芦
同

簿
駐
路
吋

霞
げ
 

計

 

註
犀

oo

げ

簿
円

碧
筥
 

59

鉱
o

戸

　
H
 
 

 鹽

 

　
い
 

昌
庫
 
｝

三
゜・闇

ま
錠v
ω

ド

O
吟

 

　
い
卿

ロ
島
 

隊
⊆
ロ。一

寄
監
こ

。゚

日

O
卜

 

　
な

お

以
下
で

は
、

主
と

し
て

掣
暑゚

巳
刈
 、
°。

O

戸
ω

悼
O
°。

，

曽
bっ
G

お
よ
び
ピ

胃
・゚

O
同

曾
≦
缶

宦

。

魯
い

貯
h

国
゜

置
 

窃
の

゜

P
ロQ
°

9
巴
ε

ぎ
・゚

け

 

巨

　

国

詈
警
o
閃

窪
゜

日

OD
°
｝一

い

く
q
°

自

ピ
く

据
凶
OO

溌

の

HO

 

山
O
°。．
を

参
考
に

し
て

い

る
。

 
　
中
8°
目

 

謬丶
Q。

Ω

尸

・゚

卜。
目

O°

と
一

言

穹
蠧
轟
告

お
Q。

目…
尸

ω

＝
も

同
旨

。

 

曾
自
≦

巴

ご
島

口
9
σq
 

田
。・

。

尸

ま
尸
ω

δ
“．

 
　
勺

き
b
μ
 
刈

ゆ丶
QoO

戸
。゚

bっ

O
 …

Oa

冨

≦
卑

昌

oo

『

口
o

膩
 

冨
u藺

o
ロ”

号
冕゚
”
°。

宀

O
刈噸

　

　

い
霽

匪

Ω

巳
コ

≦
 

＝

oo

『

い

宙
h

頃
o

に
 

話
q・

oP

ロ唖
o

旦

巴
ε
餌

昌
の

什

o
冨

−
閏
蝉

巨
q
げ
o
評
 

昌

o
日

Q自
o

炉

ピ

＜
qoo

げ

ピ

く

呂Ψ
の

HO

墜

 
　

中
ob

μ

雪
り
丶

・゚

9
ド

。゚

bっ

お
o

筈

諮
。゚°

た

だ
し

、

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
の

補
完
法
と

し
て

制
定
さ
れ
た

、

特
定
の

場
合
に

行
政
機
関
が

職
権
に

よ

り

強

　

制
的
措
置
を

実
施
す
る
こ

と

を

可
能
と

す
る

法
律
た

る

「

特
別
な

場
合
に

お

け
る

薬
物
乱
用
者
ケ

ア

法
（

『

＜
目
ド

 

c。
Q。”
g ・

日
O
）

」

及
び

「

児

童
ケ
ア

特
別

　

法
（

ピ
＜
q
一

 

 

9
蕗
）

」

に

基
づ

く
各
種
の

措
置
に

つ

い

て

は
、

該
当
し

な
い

。

 

　
弓

δ
戸
HO

日
O
、

QoO
”
ru

。

トっ

ド
刈匿

伽

　
℃

δ
づ゚

ド

 
日
O
丶

QoO

μv
．
の

bっ
ド

P

　

　

℃
尾

o
冒

μ
 
q
り
丶

Qogr

ロ。

日

 
 ゜

 

　
国

5
戸
H
 
刈
 
、

QoO

μ曽
．自

ド

 
 ．

 

　
こ

こ

で

は
、

主
と
し

て

ラ

ン

デ
リ

ウ

ス

に

よ

る

整
理
を

参
考
に

し

て

い

る
。

ぴ
四

ロ

号
崔
⊆

P

ま
一

尸
ω

同

嵩−
目

G。

G。°

 

　
勹

さ
b
μ
O
刈
 
、

QoO

戸
q。

HO

 

oo

げ

ロa

目

 

9

翩

　

準
o
唱

」
 
刈

 
丶

o。

O”
尸

・。

Ho
。

9
団
円
o
℃

』
O
 
 
、

 
刈

芦
bっ
声

。・

Q。

o。・
G。
 

oo

げ

の

旨

刈

駐

即
》

目

O
 
Q 。

話
h

目

日

目
圃

図
》

H
 

 
Qo

奉
h

心

ρ

学
説
で

は

話
Φ

q゚
け

霞
げ

穿

　

尸

roQo9

餌

ぐ
餌

雰
巴

赫
9

‘
噂
b
 

四

富
 

5H

 

Qo
ρ

ロ

HGo

一

ヨ゚

ヨ゚

 
　
裁
判
所
無
視

・

法

規
無

視
に

つ

い

て

は
、

公
式
文
書
で

は

例
え
ば
∪
°。

一

〇
Φ
α

齢
“

・
麟
。

日
ヨ
⊆

昌

筥
騨

⊆
o

ヨ
。゚

8
霹
き
駐

oo

ゲ

『
σq

肓
。

凌・
が
こ

れ
ら

の

問

　

題
に

つ

い

て

扱
っ

て

い

る
。

　

　

噌
罷
O
娼゜
H
 

刈
 
丶

QoO

”
尸

胆

HQD

 ’
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（

な

お

紙
幅
の

関
係
上

、

参
考
文
献
は

最

小
限
と

し
た
こ

と
を

お

断
り
し
て

お
く
。

）

※

本
稿
は

、

二

〇
〇
七

（

平
成
一

九
）

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（

若
手
研
究
（

B
）

課
題
番
号
二

八

七
三

〇

〇
九

、

お
け
る

利
用
者
の

自
己
決
定
権
尊
重
の

原
則
に

関
す
る

研
究
」

）

に

よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

研
究
課
題
「

社
会
サ

ー

ビ

ス

法
に
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